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イセエビ漁解禁

10月１日にイセエビ漁が解禁され、年末年始の味覚として、ご贈答やおせち料理などに使われます。
三重県は県の魚としてイセエビを指定しています。もちろん、イセエビのイセは「伊勢」のことです。
毎年、伊勢志摩地方の漁業者が伊勢神宮に奉納したり、お祭りをしたりしていますが、熊野灘地域でもイセエビは獲れます。伊勢志摩地方と比べて量は少ないものの、活きの良いイセエビが尾鷲や熊野の市場に水揚げされています。地元の料亭などの他、大阪・名古屋の都市圏へも送られています。
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刺網（さしあみ）
イセエビを漁獲する刺網は、目合の小さな網１枚を目合の大きな網２枚でサンドしたナイロン製の網で、三枚網と呼んでいます。イセエビは移動中にこの網に絡まり、漁獲されます。
網掛かりしやすい磯場に網をしかけると破れることも多く、漁師は毎日、網を干しながら網繕いをしています。この赤い網が漁港に干されるようになると、正月が近づいてきたなぁと感じます。
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漁船
イセエビは、ごろた石と呼ばれる大きな石がゴロゴロしているところに住んでいます。昼間は石の隙間でじっとし、夜になると這い出してきて餌を探し回ります。漁場は陸から近い磯場等になります。
作業する場所が広く、扱いやすい小型の船が好まれ、写真のような船外機が多く使用されています。これに、ネットホーラーや作業用の灯りなどを付ければ、立派なエビ網用の船になります。
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ネットホーラー
網の長さは100ｍ以上にもなり、毎夜これを揚げるのは至難の業です。最近は機械化も進み、ネットホーラーと呼ばれる巻き取り機械で網を揚げるので、昔と比べるとかなり楽に操業できるようになっています。
夕方と深夜の２回、操業にいきます。深夜は真っ暗な船上で操業するので、手元だけでも明るくするためライトが付けられています。
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操業の様子
イセエビは夜行性のため、夕方に刺網を仕掛け、深夜に揚げに行きます。他の場所では３時頃に揚げにいく所もありますが、この地域では０時頃に網を揚げに行きます。
イセエビを獲ったら、港に帰ってきてからも後かたづけの仕事があります。眠れるのは、もうちょっと後になりそうです。獲ったイセエビは、畜養して、まとまった数になってから市場に出します
